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最初のタンパク質はアミノ酸から直接形成されました。アミノ酸は左手型(L)または右手型(D)

のキラリティを持ちます。ワラックの法則によれば、ラセミ結晶(DL 結晶)は通常、個々のエナ

ンチオマー(L または D)の結晶よりも密度が高いとされています。一方、同じキラリティを持つ

アミノ酸分子は、分子の立体特異的特性によりペプチド結合(ホモキラルペプチド)を形成します。

ウォラックの法則を仮定すると、水平ヘテロキラル対の垂直ホモキラルペプチドは図 1に示され

るように二重らせん構造を形成します。ラセミック効果は、付着したアミノ酸をテンプレート

として用いることで二重らせんを伸ばすことができます。 

鋳型になる分子の組識と製品となる分子の組識は相違する必要があります。アミノ酸配列は、

同じ二重ラセン構造の核酸により配列を表現できます。L 型と D 型アミノ酸の間に、3 文字のヌ

クレオチドコード(コドンとアンチコドン)が組み込まれると、アミノ酸とヌクレオチドを取り巻

く分子構造が互いに変化し、同じ二重ラセン構造で相互に変化を及ぼすことにより、アミノ酸

分子と核酸とが対応した分子の組織ができ、アミノ酸の配列がヌクレオチドの配列により代替

されます。アミノ酸配列は、3 文字の DNA ヌクレオチドコードを使うことで記憶されています。

DNAヘリカーゼが補完的な DNA塩基間の水素結合を切断すると、分離された RNAは mRNAと

tRNA を作ります。その際に、mRNA は L 型アミノ酸と L 型ヌクレオチドを含み、tRNA は D 型

ヌクレオチドと D 型アミノ酸を含みます。鋳型になる分子の組識と製品となる分子の組識の関

係として、mRNA がアミノ酸配列のテンプレートとなり、L 型の mRNA とは相違したキラリテ

ィを持つ D型の tRNAが D型のアミノ酸を運びます。 

 

 
            Fig 1. Formation on a step of double helix by amino acid molecules. 
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